
視
点
２

ほ
か
の
対
策
で
魚
価

下
支
え
は
で
き
る
か
？

論
点
⑨

論
点
⑩

視
点
３

平
準
化
事
業
を

ど
う
改
善
す
る
か
？

論
点
⑪

論
点
⑫

論
点
⑬

論
点
⑭

論
点
⑮

む
す
び

【
焼
津
】
静
岡
・
焼
津
市

の
２
０
２
０
年
度
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
額
は
過
去
最
高

の
５２
億
１
８
２
７
万
円
（
前

年
度
比
１
０
４
％
増
）
と
好

調
で
、
全
国
第
１０
位
（
県
内

１
位
）
だ
っ
た
。
寄
付
件
数

は
２６
万
１
３
６
５
件
（
１
１

３
％
増
）。

総
務
省
は
同
制
度
を
１９
年

６
月
１
日
か
ら
、
返
礼
品
は

地
場
産
品
、
寄
付
額
に
対
す

る
返
礼
品
の
調
達
額
を
３
割

以
下
な
ど
に
改
め
た
。
２０
年

度
の
寄
付
額
は
同
改
正
前
の

最
高
額
５１
億
円
（
１６
年
度
）

を
上
回
っ
た
。
水
産
の
街
と

し
て
焼
津
は
全
国
に
知
ら

れ
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
を
求

め
る
寄
付
者
に
対
し
て
、
高

い
知
名
度
と
人
気
の
水
産
品

を
主
体
に
豊
富
に
あ
る
地
場

産
品
が
貢
献
し
た
。
寄
付
額

が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
を
同

市
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
巣
ご
も
り
需
要

や
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た

地
場
産
業
・
事
業
所
を
応
援

す
る
受
け
皿
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
み
て
い
る
。

２０
年
度
は
返
礼
品
の
約
半

分
が
ビ
ー
ル
（
大
手
ビ
ー
ル

会
社
静
岡
工
場
が
立
地
）で
、

ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
を
は
じ
め
と

し
た
冷
凍
刺
身
マ
グ
ロ
や
ネ

ギ
ト
ロ
な
ど
の
魚
介
類
が
約

３０
％
、
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
、

ツ
ナ
缶
詰
な
ど
の
水
産
加
工

品
が
約
１５
％
、
ト
マ
ト
を
中

心
に
農
作
物
が
約
３
％
な

ど
。
水
産
品
が
約
４５
％
を
占

め
た
。

官
民
一
体
で
日
本
の
遠
洋

マ
グ
ロ
は
え
縄
船
が
焼
津
港

・
焼
津
魚
市
場
に
水
揚
げ
す

る
天
然
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
を

「
焼
津
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
」
と

し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
ミ
ナ
ミ
マ
グ

ロ
は
同
市
が
い
ち
押
し
す
る

魚
で
、
返
礼
品
の
人
気
も
高

い
。
冷
凍
ネ
ギ
ト
ロ
は
小
分

け
で
き
て
手
軽
に
使
い
や
す

く
、
子
育
て
世
代
な
ど
に
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
と
い
う
。

関
東
圏
の
寄
付
者
が
多

く
、
一
件
当
た
り
の
寄
付
額

は
漸
減
傾
向
で
２０
年
度
は
１

万
５
０
０
０
円
前
後
が
多
か

っ
た
。
寄
付
額
の
う
ち
３
割

ほ
ど
の
返
礼
品
を
含
め
て
経

費
が
５
割
以
内
で
、
残
り
が

市
の
財
源
と
な
る
。
同
市
は

子
育
て
支
援
、
観
光
交
流
や

健
康
増
進
な
ど
の
事
業
に
広

く
活
用
し
て
い
る
。

今
年
度
も
４
〜
９
月
の
同

市
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
寄
付

の
動
き
は
、
昨
年
度
並
み
と

好
調
に
推
移
し
、
返
礼
品
の

仕
組
み
を
通
じ
て
、
水
産
物

を
は
じ
め
と
し
た
地
場
産
品

の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
の
企
業
・
産

業
・
経
済
の
活
性
化
、
振
興

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
好
き
な

自
治
体
に
寄
付
す
る
と
、
所

得
税
や
住
民
税
が
一
定
額
ま

で
控
除
さ
れ
る
制
度
。
焼
津

市
で
は
１
万
円
以
上
寄
付
し

た
市
外
在
住
者
に
対
し
、
寄

付
金
額
の
区
分
に
応
じ
て
市

の
特
産
品
を
お
礼
に
贈
呈
し

て
い
る
。
２０
年
度
は
市
内
の

協
力
企
業
１
８
２
社
が
返
礼

品
と
な
る
地
場
産
品
９
１
５

商
品
を
登
録
し
た
。

【
大
阪
】
大
阪
湾
の
再
生

に
取
り
組
む
大
阪
湾
再
生
推

進
会
議
（
農
林
水
産
省
や
国

土
交
通
省
な
ど
関
係
各
省
お

よ
び
近
畿
の
２
府
４
県
・
４

市
な
ど
で
構
成
）
は
２
０
１

４
年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の

１０
年
計
画
で
大
阪
湾
再
生
行

動
計
画
第
２
期
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

同
計
画
で
は
「
美
し
い
魚

庭
（
な
に
わ
）
の
海
づ
く
り
」

な
ど
に
向
け
て
各
種
活
動
を

展
開
。
大
阪
湾
の
環
境
は
改

善
し
て
き
て
い
る
が
、
栄
養

塩
の
偏
在
や
水
温
上
昇
に
よ

る
生
物
の
変
化
な
ど
、
新
た

な
課
題
も
顕
在
化
し
て
き
て

い
る
。

こ
の
計
画
期
間
満
了
を
前

に
、
産
学
官
民
で
構
成
す
る

「
大
阪
湾

Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ

２
０
２
２
〜
２
０
２
３
」
準

備
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
き
、
２５

年
の
大
阪
・
関

西
万
博
や
そ
の

後
に
開
催
予
定

の
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
な
ど
を
視
野

に
入
れ
、
大
阪
湾
再
生
行
動

計
画
第
３
期
へ
と
つ
な
げ
、

次
世
代
に
大
阪
湾
の
恵
み
を

継
承
し
て
い
こ
う
と
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
活
動
を
進
め
る
準

備
を
始
め
た
。
会
議
に
は
関

係
者
約
３０
人
が
参
加
し
た
。

発
起
人
の
一
人
、
大
塚
耕

司
大
阪
府
立
大
学
教
授
が
取

り
組
み
趣
旨
を
説
明
。
ロ
ゴ

や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
な

る
グ
ラ
ン
ド
テ
ー
マ
を
決
め

て
活
動
し
て
い
く
こ
と
、
命

を
育
む
大
阪
湾
の
大
切
さ
や

魚
介
類
の
豊
か
さ
を
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認

し
た
。

ま
た
、
今
回
は
漁
業
関
係

者
も
参
加
し
て
お
り
、
委
員

の
一
人
、
岡
修
Ｊ
Ｆ
大
阪
漁

連
会
長
は
「
大
阪
の
漁
業
の

発
展
と
水
産
物
の
発
信
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
深

掘
り
対
策
な
ど
も
進
め
て
も

ら
い
、
漁
業
が
持
続
的
に
行

え
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る

大
阪
府
立
大
の

大
塚
教
授

同
シ
ス
テ
ム
は
、
エ
ア
ー

ズ
が
ド
ロ
ー
ン
利
用
を
支
援

す
る
日
本
Ｕ
Ａ
Ｖ
利
用
促
進

協
議
会
（
Ｊ
Ｕ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）

と
構
築
。
２
０
１
７
年
か
ら

岩
手
県
な
ど
で
実
証
実
験
を

重
ね
て
き
た
。
ド
ロ
ー
ン
が

高
感
度
カ
メ
ラ
と
赤
外
線
カ

メ
ラ
を
搭
載
。
密
漁
が
予
想

さ
れ
る
エ
リ
ア
を
飛
行
し
、

撮
影
し
た
映
像
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
解
析
さ
れ
、
形
状
や

周
囲
と
の
温
度
差
か
ら
人
、

船
、
車
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ダ

イ
バ
ー
が
吐
き
出
す
泡
も
検

知
す
る
。
密
漁
と
判
断
し
た

場
合
、
管
理
者
の
携
帯
電
話

な
ど
に
捕
捉
し
た
画
像
と
位

置
情
報
を
直
ち
に
送
信
。
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
複
数
の
宛
先

に
送
信
で
き
る
た
め
、
取
り

締
ま
り
機
関
な
ど
と
連
携
も

取
り
や
す
い
の
が
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
日
は
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
表

浜
支
所
で
説
明
会
を
実
施
。

同
社
の
担
当
者
が
ド
ロ
ー
ン

の
基
本
情
報
と
し
て
「
最
大

時
速
３６

で
飛
行
し
、
連
続

３０
分
稼
働
で
き
る
。
バ
ッ
テ

リ
ー
を
外
し
た
本
体
は
４

弱
で
一
人
で
も
運
べ
る
」
な

ど
と
説
明
。
塩
害
対
策
や
万

が
一
、
着
水
し
た
場
合
の
水

没
防
止
対
策
も
し
て
あ
る
う

え
、完
全
国
産
機
で「
ネ
ッ
ト

接
続
時
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

も
抜
群
」と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

続
い
て
岸
壁
に
移
動
し
、

飛
行
を
実
演
。
こ
の
日
は
風

が
非
常
に
強
く
、
安
全
の
た

め
そ
の
場
で
離
陸
し
一
か
所

に
飛
行
状
態
で
と
ど
ま
る

「
ホ
バ
リ
ン
グ
」を
行
う
に
と

ど
め
た
が
、
上
空
か
ら
の
カ

メ
ラ
映
像
を
岸
壁
で
見
て
い

た
参
加
者
は
「
こ
ん
な
風
で

も
安
定
し
て
る
な
」「
数
秒
の

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
が
、
ち

ゃ
ん
と
人
影
を
認
識
し
て
る

な
」
な
ど
と
興
味
深
く
確
認

し
て
い
た
。
会
場
を
提
供
し

た
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
表
浜
支
所
の

安
部
正
幸
支
所
長
は
「
ド
ロ

ー
ン
の
存
在
は
大
き
な
抑
止

力
に
な
る
。
導
入
も
検
討
し

た
い
」な
ど
と
話
し
て
い
た
。

大
越
社
長
は
「
今
後
も
シ

ス
テ
ム
は
随
時
更
新
し
、
利

用
者
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や

す
く
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
話
し
て
い
た
。

【
石
巻
】
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

エ
ア
ー
ズ
（
東

京
・
港
区
、
大
越
信
幸
社
長
）は
２０
日
、

宮
城
・
石
巻
市
表
浜
で
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
搭
載
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ナ
マ
コ
な

ど
の
密
漁
監
視
・
抑
止
シ
ス
テ
ム
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
説

明
会
や
飛
行
実
演
な
ど
を
通
じ
て
参
加

し
た
地
元
漁
業
者
や
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
、
海

上
保
安
庁
や
県
の
関
係
者
ら
約
４０
人
に

高
い
監
視
性
能
や
抑
止
力
と
し
て
の
有

用
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

【
焼
津
】
１
年
間
を
通
し

て
焼
津
市
の
地
域
資
源
で
あ

る
魚
を
楽
し
む
グ
ル
メ
イ
ベ

ン
ト
「
焼
津
ぐ
る
め
ぐ
り
」

の
第
３
弾
と
な
る「
焼
津
秋

の

鰹
三
昧
」
が
今
月
８
日

か
ら
１１
月
７
日
に
か
け
て
、

寿
司
店
、
料
理
店
、
食
堂
、

居
酒
屋
、
ホ
テ
ル
な
ど
市
内

の
飲
食
店
な
ど
２１
店
舗
で
行

わ
れ
て
い
る
。

焼
津
は
（
冷
凍
）
カ
ツ
オ

水
揚
げ
全
国
一
を
誇
り
、
同

市
は
春
の
初

ガ
ツ
オ
と
秋

の
戻
り
ガ
ツ

オ
の
時
期
に

合
わ
せ
、
年

２
回
、
「
鰹

三
昧
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
る
。
各
店
自
慢
の
カ

ツ
オ
を
使
っ
た
和
食
や
洋

食
、
中
華
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
カ
ツ
オ
料
理
を
来
店
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
３
週
間
遅
れ
で
開
始
し

た
。秋

の
鰹
三
昧
で
も
「
か
つ

お
の
パ
ス
タ
」「
鰹
に
ぎ
り
セ

ッ
ト
」「
鰹
と
季
節
の
野
菜
の

ミ
ソ
味
炒
め
」「
厚
切
り
カ
ツ

オ
と
あ
ら
の
定
食
」「
本
格
藁

焼
き
カ
ツ
オ
タ
タ
キ
」「
鰹
マ

サ
ラ
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
」「
な
ま

り
節
と
サ
バ
チ
キ
ン
の
せ
キ

ー
マ
カ
レ
ー
」「
戻
り
か
つ
お

の
た
た
き
丼
と
へ
そ
煮
定

食
」
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
カ
ツ
オ
料
理
を
提
供
し
て

い
る
。

焼
津
市
経
済
部
観
光
交
流

課
の
担
当
者
は
、
「
刺
身
、

パ
ス
タ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
カ

ツ
オ
の
食
べ
方
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
す
。

「
焼
津
ぐ
る
め
ぐ
り
」
で

は
各
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
る

中
、
２
店
舗
を
巡
る
ご
と
に

一
部
参
加
店
舗
で
使
え
る
お

得
な
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
引
き
続
き
、
実

施
。
対
象
メ
ニ
ュ
ー
の
写
真

を
投
稿
す
る
と
、
抽
選
で
１０

人
に
焼
津
の
グ
ル
メ
セ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
第
２
回

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
っ

て
い
る
。

焼
津
市
は
同

市
水
産
振
興
会

の
協
力
を
得

て
、
同
市
に
水

揚
げ
さ
れ
る
特

産
魚
介
類
を
使

っ
た
料
理
を
満
喫
で
き
る
グ

ル
メ
イ
ベ
ン
ト
を
１
年
間
連

続
で
打
ち
、
「
さ
か
な
の
ま

ち
焼
津
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
焼

津
ぐ
る
め
ぐ
り
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
２
０
１
９
年
度
か
ら

始
め
て
い
る
。

焼
津
ぐ
る
め
ぐ
り
で
は
こ

れ
ま
で
に
「
焼
津

春
の

鰹
三
昧
」「
鮪
め
ぐ
り
」
が
終

了
し
、
今
回
の
「
焼
津

秋

の

鰹
三
昧
」
に
続
い
て
、

「
お
お
い
が
わ
桜
え
び
め
ぐ

り
」（
１１
月
１１
日
〜
１２
月
１９

日
）、「
焼
津
の
お
で
ん
味
く

ら
べ
」（
来
年
１
月
８
日
〜
２

月
１３
日
）
を
予
定
す
る
。

資
源
管
理
と

魚
価
下
支
え

ど
の
よ
う
な
資
源
管
理
措
置
が

導
入
さ
れ
て
も
、
漁
獲
量
が
資
源

状
況
や
漁
模
様
に
よ
っ
て
大
き
く

変
動
す
る
性
質
は
変
わ
ら
な
い
。

水
産
政
策
改
革
に
よ
っ
て
対
象
魚

種
が
拡
大
さ
れ
る
漁
獲
可
能
量

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
と
個
別
漁
獲
割
当
（
Ｉ

Ｑ
）
は
年
間
の
漁
獲
量
を
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
脂
の
乗
り
が
よ
い

な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
求
め
る
魚
が

獲
れ
る
時
期
に
多
く
の
漁
業
者
が

競
合
し
て
漁
獲
を
行
う
こ
と
や
、

漁
模
様
に
よ
っ
て
日
々
の
水
揚
げ

が
集
中
し
魚
価
が
下
落
す
る
リ
ス

ク
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

魚
価
の
低
迷
が
続
け
ば
、
Ｉ
Ｑ

運
用
上
の
大
き
な
問
題
点
で
あ

る
、
低
級
魚
の
洋
上
投
棄
を
誘
発

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

平
準
化
事
業
を
活
用
し
て
日
々

の
魚
価
下
落
リ
ス
ク
を
低
減
し
、

漁
業
者
が
で
き
る
限
り
安
心
し
て

水
揚
げ
を
行
え
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
は
、
資
源
管
理
政
策
を
進
め

る
た
め
に
も
、
ま
た
Ｉ
Ｑ
の
円
滑

な
導
入
を
図
る
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
。漁

業
共
済
と

魚
価
下
支
え

漁
業
共
済
・
積
立
ぷ
ら
す
は
過

去
の
平
均
収
入
を
補
償
す
る
仕
組

み
で
あ
り
、
魚
価
低
迷
時
に
お
け

る
下
支
え
効
果
に
は
限
界
が
あ

る
。共

済
金
で
漁
業
者
の
収
入
が
補

填
さ
れ
て
も
、
水
揚
げ
は
な
い
か

ら
市
場
で
の
取
引
は
行
わ
れ
ず
、

漁
獲
物
の
選
別
や
運
搬
に
か
か
る

雇
用
も
生
ま
れ
な
い
。
水
産
物
に

か
か
る
経
済
活
動
は
水
揚
げ
が
あ

っ
て
初
め
て
回
っ
て
い
く
。
平
準

化
事
業
に
よ
っ
て
魚
価
の
安
定
を

図
り
、
水
揚
げ
を
継
続
し
て
縮
小

再
生
産
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥

る
こ
と
を
回
避
す
る
必
要
が
あ

る
。平

準
化
事
業
は
魚
価
の
低
迷
を

回
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
立

ぷ
ら
す
の
補
填
金
支
払
い
、
ひ
い

て
は
財
政
支
出
を
大
き
く
削
減
す

る
効
果
を
有
し
て
い
る
。
魚
価
安

定
と
積
立
ぷ
ら
す
が
相
ま
っ
て
漁

業
経
営
を
支
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

位
置
付
け
を

明
確
化
す
る

現
行
基
本
計
画
で
は
、
平
準
化

事
業
は
「
水
揚
げ
集
中
時
の
調
整

保
管
に
よ
る
供
給
平
準
化
な
ど
に

よ
り
、
漁
業
と
連
携
し
た
原
料
確

保
を
図
る
」
と
し
て
、
加
工
原
料

確
保
対
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
（
図
参
照
）。

加
工
原
料
魚
供
給
の
安
定
化
は

平
準
化
事
業
に
よ
る
事
業
効
果
の

一
つ
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
本

来
の
役
割
は
魚
価
の
安
定
で
あ

る
。
本
来
の
役
割
を
明
確
に
し
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
、
平
準
化

事
業
が
大
き
く
後
退
し
て
き
た
原

因
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。今

回
の
教
訓
に
基
づ
い
て
、
新

た
な
水
産
基
本
計
画
で
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、
２
０
０
２
年
に
策

定
さ
れ
た
最
初
の
水
産
基
本
計
画

と
同
様
に
、
平
準
化
事
業
を
水
産

基
本
法
に
基
づ
く
魚
価
安
定
対
策

と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

対
象
魚
種
の

復
活
が
必
要

事
業
実
績
が
な
い
と
の
行
政
事

業
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
指
摘
を
受
け

て
、
０６
年
度
以
降
、
１４
魚
種
が
平

準
化
事
業
の
対
象
魚
種
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
除
外

さ
れ
た
１４
魚
種
の
う
ち
７
魚
種

（
メ
バ
チ
、
キ
ハ
ダ
、
ク
ロ
マ
グ

ロ
、
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
、
タ
コ
、
ホ

ッ
ケ
、
ホ
タ
テ
）
に
つ
い
て
は
、

魚
価
の
下
落
を
受
け
て
コ
ロ
ナ
対

応
平
準
化
事
業
が
発
動
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

補
正
予
算
に
よ
る
事
業
の
発
動

に
は
時
間
を
要
す
る
。
補
正
予
算

が
成
立
し
事
業
が
承
認
さ
れ
た
の

は
、
い
ち
ば
ん
早
い
ホ
タ
テ
で
昨

年
５
月
２８
日
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
す
で
に
拡
大
し
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
除
外
さ
れ
た
魚
種
の
事

業
発
動
の
遅
れ
は
、
未
曽
有
の
事

態
に
さ
ら
さ
れ
た
漁
業
経
営
へ
の

大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。

事
業
実
績
の
な
い
魚
種
の
除
外

は
何
ら
財
政
支
出
の
節
減
に
は
つ

な
が
ら
ず
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
機
能
の
脆
（
ぜ
い
）
弱
化
を
招

い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
行
政
事
業

レ
ビ
ュ
ー
で
こ
う
し
た
事
態
を
招

く
結
果
と
な
っ
た
指
摘
を
行
っ
た

有
識
者
は
何
の
責
任
も
問
わ
れ
な

い
が
、
対
象
魚
種
が
除
外
さ
れ
ず

十
分
な
予
算
が
あ
れ
ば
、
よ
り
迅

速
な
事
業
の
発
動
が
で
き
た
は
ず

で
あ
る
。

今
回
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
対

象
魚
種
の
復
活
に
よ
る
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
回
復
が
必
要

で
あ
る
。保

管
経
費
の

助
成
を
復
活

行
政
改
革
推
進
会
議
の
、
国
の

関
与
に
つ
い
て
は
「
真
に
必
要
な

も
の
に
見
直
す
べ
き
だ
」
と
の
指

摘
を
受
け
、
１８
年
度
か
ら
ノ
リ
、

サ
ケ
、
餌
料
用
魚
の
保
管
経
費
助

成
が
打
ち
切
ら
れ
た
。

平
準
化
事
業
の
目
的
で
あ
る
調

整
保
管
に
対
す
る
助
成
打
ち
切
り

は
事
業
の
実
質
的
廃
止
に
等
し

い
。
金
額
ベ
ー
ス
で
も
補
助
率
の

９９
％
カ
ッ
ト
に
相
当
す
る
。
対
象

魚
種
だ
け
を
み
れ
ば
、
ノ
リ
な
ど

は
依
然
と
し
て
平
準
化
事
業
の
対

象
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
価
格
安

定
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
外
見
的
に
は
大
き
な
変
更

は
な
い
形
を
取
り
つ
つ
、
実
質
的

廃
止
に
等
し
い
措
置
を
行
う
、
こ

の
よ
う
な
形
で
の
政
策
決
定
に

は
強
い
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得

な
い
。

今
年
の
ノ
リ
養
殖
は
、
過
去
最

低
の
１８
年
度
を
わ
ず
か
に
１
％
上

回
る
生
産
量
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
最
大
仕
向
け
先
の
コ
ン
ビ
ニ

需
要
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
で
、
価

格
は
２
割
減
と
大
幅
に
下
落
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し

て
、
保
管
経
費
も
助
成
対
象
と
な

る
コ
ロ
ナ
対
応
平
準
化
事
業
を
活

用
し
て
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
が
買
い
取
り

を
行
い
、
ノ
リ
の
共
販
価
格
を
下

支
え
し
た
。
保
管
経
費
助
成
な
し

の
事
業
で
は
下
支
え
が
不
十
分

で
、
廃
業
す
る
養
殖
漁
家
が
さ
ら

に
増
大
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

不
漁
対
策
が
功
を
奏
し
サ
ケ
の

回
帰
量
が
増
大
し
た
と
し
て
も
、

保
管
経
費
の
助
成
な
し
で
は
魚
価

の
安
定
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。今

回
の
事
例
に
よ
り
、
販
売
リ

ス
ク
を
カ
バ
ー
し
魚
価
下
支
え
効

果
を
発
現
さ
せ
る
た
め
に
「
真
に

必
要
で
あ
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
保
管
経
費
助
成
を
復
活
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

実
施
主
体
を

復
活
・
追
加

コ
ロ
ナ
対
応
平
準
化
事
業
で

は
、
全
漁
連
な
ど
既
存
の
事
業
実

施
主
体
に
加
え
て
、
か
つ
て
は
平

準
化
事
業
の
事
業
実
施
主
体
で
あ

っ
た
日
か
つ
漁
協
や
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ

を
は
じ
め
と
す
る
県
漁
連
や
単
協

も
事
業
を
実
施
し
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

当
初
予
算
に
よ
る
平
準
化
事
業

に
つ
い
て
も
、
日
か
つ
漁
協
の
事

業
実
施
主
体
へ
の
復
活
や
所
要
の

運
営
能
力
を
有
す
る
県
漁
連
な
ど

の
追
加
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ

る
。

基
金
方
式
の

復
活
が
必
要

基
金
方
式
は
真
に
必
要
な
事
業

に
絞
り
込
む
べ
き
だ
と
の
経
済
財

政
諮
問
会
議
の
指
摘
を
受
け
て
、

１５
年
度
か
ら
単
年
度
予
算
方
式
に

変
更
さ
れ
た
。

平
準
化
事
業
は
盛
漁
期
に
買
い

取
っ
た
漁
獲
物
を
調
整
保
管
し
、

端
境
期
に
売
り
渡
す
仕
組
み
で
あ

る
。
魚
種
に
よ
っ
て
は
、
当
年
度

に
買
い
取
っ
た
魚
を
翌
年
度
に
売

り
渡
す
こ
と
が
通
例
の
、
年
度
を

ま
た
い
だ
運
営
が
必
要
な
事
業
で

あ
る
。

漁
模
様
に
よ
っ
て
資
金
需
要
が

左
右
さ
れ
、
年
に
よ
っ
て
支
出
額

が
変
動
し
や
す
い
事
業
で
も
あ

る
。
単
年
度
で
使
い
切
る
性
質
の

予
算
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
切
れ

目
の
な
い
円
滑
な
運
用
を
可
能
と

す
る
た
め
に
基
金
方
式
に
戻
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
魚
価

安
定
対
策
の
必
要
性
は
高
ま
る
ば

か
り
で
あ
る
。

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
外

食
需
要
の
減
退
や
輸
出
市
場
の
縮

小
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し

た
が
、
魚
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
環

境
変
動
、
自
然
災
害
、
風
評
被
害

な
ど
多
く
の
リ
ス
ク
が
存
在
し
て

い
る
。今
回
の
件
を
契
機
と
し
て
、

魚
価
安
定
対
策
の
今
日
的
重
要
性

を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

石
巻
市
で
デ
モ
飛
行

ドローンで密漁監視

必
要
性
高
ま
る
魚
価
対
策

（第３種郵便物認可）

エアーズ

下平準化事業、３つの視点と１５の論点

水
産
物
安
定
供
給
推
進
機
構

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

坂
井

眞
樹
氏

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
を
興
味
深
く
見
る

漁
業
関
係
者

２０
年
度
、過
去
最
高
の
５２
億
円

焼
津
市
ふ
る
さ
と
納
税
好
調

返
礼
品
に
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ

人
気

SUIKEI JUKU

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
・
焼
津
ぐ
る
め
ぐ
り
第
３
弾

大阪湾の恵み、次世代へ

再生行動計画第３期へつなぐ

焼
津
秋
の
鰹
三
昧

賑
や
か
に
展
開
中

焼
津
秋
の
鰹
三
昧

賑
や
か
に
展
開
中

産学官民が結集

２０２１（令和３）年１０月２５日（月曜日）

市
内
飲
食
店

２１
店
舗
が
参
加

水経塾
SUIKEI JUKU
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「
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秋
の

鰹
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の
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ラ
シ


